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1．緒言
　平成17年度版高齢白書によれば、65歳以上
の高齢者人口は過去最高の2，488万入となり、
高齢化率も19．5％に上昇したとされる。また、
新潟県の平成16年の高齢化率は23．4％となっ
ている1）。このような状況下、厚生労働省でも
高齢者介護研究会が設置され、「高齢者の尊厳
を支えるケァの確立に向けて」をまとめている。
その申で、介護保険施行後の高齢者介護の現状
について、「特別養護老人ホームの入所申込者
の急増」、「重度の要介護認定者の半数は施設サ
ービスを利用。在宅生活を希望する高齢者が在
宅生活を続けられない状況にある。」などの課
題があげられている2｝。
　一方、人間は5官（目、耳・鼻・舌・皮層）
により生体内外からの刺激を受け取り、それら
に対して正しく反応することにより生命を維持
しているが、5感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、
触覚）のうち視覚による情報が最大とされてい
る3）。しかしながら、加齢による視覚の衰えは
個人差があるものの避けがたいものがある。次
に高齢者の視覚特性について述べる。
　入間の眼球の光学系は、角膜、虹彩、水晶
体、網膜などから構成されている。眼球光学特
性の加齢変化について、いくつか成果がみられ
る。角膜について、周辺角膜が薄くなるため角
膜全体が垂直方向に平坦化して屈折が変化する
が、320　・一　700nniの範囲内では特に分光透過特
性に加齢による変化がみられないといわれてい
る4）。虹彩は視野の明るさに対応して瞳孔の大
きさを自動的に変化させて目に入射する光を調
節するが、宮田はWealeのデータを引用して、
健常な若年者の瞳孔の直径は、明暗に応じて2
－一　8mmの範囲で変化するが、購者になれば
なるほど暗順応時と明順応時の瞳孔の大きさの
差も小さくなると述べている5）。Wealeのデー
タは、6臓の暗順応の場合の瞳孔径は6㎜に
低下することを示している6）。その主な原因と
して、瞳孔を縮めようとする虹彩の筋肉が広げ
ようとする筋肉より強くなること、虹彩に含ま
れるメラニン細胞の減少や血管の閉塞により弾
力性が加齢により低下するといわれている。ま
た、水晶体の加齢変化の一つは老眼であり、弾
力性が低下し焦点調節能力が低下することによ
るといわれ、もう一つは水晶体の白濁化と黄変
化であり、70～79歳の高齢者の水晶体の透過
率は、若年者の1／10にも減少するといわれて
いる7）。焦点調節力は、加齢により著しく低下
し、60～70歳の高齢者では、若年者のそれの
1／10程度に小さくなるといわれているs｝。網膜
は光エネルギーを感光細胞層で吸収し、何らか
の光化学反応を受けてから視神経を経て大脳に
至る。中心近くに高密度で存在し、色覚をもつ
錐状体と視線から離れた周辺部に広く分布する
感光細胞は桿状体といわれる9）。この錐状体と
桿状体の2種類の視細胞の数が加齢により滅少
生活科学科生活科学専攻
一一 P1一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第43号　2006
し、6⑪歳の莇齢者の錐状体の数は、20歳の若J
年者の約半分になるといわれているS）・　；O｝。
　次に、高齢者による色の違い（色差）の識別
能力は若年者に比べて低下し、色差の識別力
を示すF－M100色相テスト　i］i）のスコアが25歳
あたりを頂点として年齢に比例して悪くなる
といわれている11）・　12）。佐藤は日本色彩研究所
製100也相配列検i査器を用いて実験を行った結
果、被験者の年代が上がるごとにエラースコア
が大きくなり、加齢に伴って色弁別能が低下す
ることを明らかにしている。しかし、若いとき
から色弁別能が劣っている紫から赤、ついで青
から紫への色変化に対しては、加齢とともにそ
の傾向が強くなるが、もともと色弁別能の高い
赤から緑への色変化に対しては、加齢に伴う色
弁別能の低下は認められないことを明らかにし
ている13）・　t4｝。高齢者の色覚が若年者と大きく
違わないことについて、岩田らはランドルト環
と背景とを有彩色と無彩色との組合せによる視
票を作成して視力測定を行った結果、高齢者が
短波長側での視力低下の特徴的な傾向を示さな
かったことをあげている15）。さらに、色視票に
対する視認性については20歳代をピークに加
齢とともに低下し、50歳代以降その低下が顕
著であることを見出している16）・　17）。
　その他、眼球に入射する光の内部で散乱して、
網膜像がぼやけてものが見えにくくなる現象を
減能グレア、不快に感じる現象を不快グレァと
呼ばれている。水晶体の混濁などにより、高齢
者ほど眼球内の光の散乱が起きやすく、それだ
けグレアに悩まされる度合いも大きい。視野の
周辺に高輝度の視対象が存在すると、高齢者ほ
ど眼球内に光の膜（ベール）のような状況が発
生して、視力が低下し、ものが見えにくくなる
といわれている12｝。また、正常な人間の視野は、
上下約50°、左右約玉00°の広がりを持つが、
加齢とともにまぶたの筋肉が垂れ下がり、特に
上下方向の視野が若年者のそれよりも狭くなる
といわれている。また、単なる見えだけの視野
ではなく、視覚的な情報を収集できる有効視野
も加齢により狭まるといわれているIS）。
　このように加齢に伴う視覚特性変化に関する
研究例が集積されているが、高齢者福祉施設で
使用されている色彩との関係が十分明らかにさ
れているわけではない。さらに心理的な影響に
っいては、ほとんど検討されていない。本研究
ではまず施設で使用されている色彩を実測し、
いくつかの観点からの考察を試みた。
2，測色
　測色した高齢福祉施設は、新潟市内の特1別
養護老人ホーム（A施設）及び総合リハビリ
テーション施設（B施設）である。測色は横
河M＆C（株）製分光測色計CD　100を用い、施
設内の主な部分をDGS光源、2°視野でL＊、　a㌔
b＊値を測定した。求めたa＊、b＊値から
met・i・・chr・m・C。b＊を（1）式により・m・tri・
hue－angle　H、、b　oを（2＞式により算出したlm。また、
（3）、（4）、（5）式の関係からX、Y、　Zを算出
しx、yを計算後、JIS　Z－8721（1977）の付
図からマンセル表色系の色相を求めた。この時
のX。、Y。、　Z。の値は標準光D6sを用いたこと
から、それぞれ95．045、100．000、108．892である。
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3。結果および考察
（4＞
（5）
　A、B両施設の測色結果を表1及び2に示し、
マンセル表色系における色相を併記した。マン
セル表色系の色相と出現数を示したのが表3で
ある。A施設は「一般の木造住宅」をイメージ
しているため、YR、　Yを中心に使用されている。
B施設は「森のイメージと落ち着き」をイメー
ジしているためA施設と同様YR、　Yを中心に
使用され、一部GYv　Gが使われている。明度
及び彩度と計量心理的相関があるといわれてい
るL＊及びC＊の出現数を示したのが表4及び
一12一
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5である。表4からL＊の中間値50以上である　　表2　B施設の測色値
測定場所 L章 a　申 b寧 C寧 Hab° H
いす｛深緑） 4133．9．06 29．3臼30．75一72．875Y? 65422．92 14．6414．9378．725Y
床（はし） 59．345．61 20．51212674．7⑪ 2．5Y
手すり 5421．37．2426！7145β3．35．651G
色数は18でA施設の場合72％となり、B施設
ﾌ場合95％である。またくすんだとされるC＊
ﾌ30を基準にみた場合2°）、30以下の色数はA
{設では72％、B施設では64％となり、高齢
ﾒ福祉施設で使用される色の明度は高く、彩度
ﾍ低い傾向にあり極端に鮮やかな色は使用され
ﾄいないことがわかる。このことを強調するた
ﾟに、L＊及びC＊との関係を図示したのが図1
¥1A施設の測色値
壁 65914．3928．073L5462．8655R?
’70．6 1．57 133213．418328lY
いす（ビンク｝ 6α26273518．6233．09342598R
いす（黄） 640212．6 39．7 41．6572．3910YR
いす（緑） 54．68一14．886．71 1632．24．272．5G
パネル 61β ，44．4835．2656．76一3840O．5G
測定場所 L＊ a卑 b串 C申 Hab° H エレベーター 71．3114ユ111．4918．203且162．5YR
床（廊下） 56．099．59 34．943α2374．65O．2Y 壁 89．56O．75 ％6 9．59 85．515Y
2．5GY 仕切り 5α45
．10．64．4．77 11．6624．153BG・?
91．69一〇．24 6．48 一87，88
60．2512」 27．653〔U866．379YR
手すり 504511．4731．9733．9770．260．5Y カーテン 86．450！14 14．51145288．265Y
フレーム 12．884．01 6．⑪0 乳22 562弓9．8YR ? 76．421．⑪4 13．4713．5185．59lOY
柱 62．52laO539．994207193駄5YR 床（はし） 75．375．87 8．19 10工｝8543710YR
いす（ピンの 40．8538．444．22 38．6762612R 床 57．95軌96 30．ll3L7171．7005Y
リハビリマツト 64．98．α68 3．16 3．23．77．865，5GY 壁 924L6916．7呂16．8684255Y
35」3549．60一46282GY ドア 6a2412．2832．343塵．5969．219，5YR〃角（緑） 4543一3428 go634．665Y
子トイレ 風呂側面
78．077455．15
壁（白 8949O．82 9．28 93284．959，8YR 風呂内面 9ユ．7 一U1 12．1212．17一84．772．5GY
か仕切り
iピンク） 61．6813．0213ユ318494a245YR
?
74．8 10．9583613．783Z365YR
床 64．774．58 8．76 98962．40lYウ　；
sンク） 56．058．96 13．02158155478YR ネームプレート 523963．3845B678．2335．897．6R
ウカーテン
sンク〕 82．94
6．26 ＆71 lO．735429．8YR カーテン 85．477．87 5．6 9．66 3丘435YR
男子トイレ壁
@情） 84．38一3B8 4．91 ε32
一5α977．6GY
? 6ag76．44197920．817197L5Y
375370．129．5YR? トイレのドア 65．4312．7635．29
（青） 59．09一α92 132514．95一62、425．5GY 洗面台 85．21 0．5 6．44 a4685．565Y
幸カーテン
@害 78．57一4．ll
一6．04 7．31 55．77 、5BG 洗面台内側 87．45α76 7．74 77884395Y
7q35L295．31 54676．3510Y 壁（上） 91．43
1．3 9．44 獄53 82ユ65Y
2Y壁（下） 64．04a734L3642．2778．08
いす61f） 42．61．a57．19．94202679．850．2PB 手すり 72．7827ユ74臥3652．8759沿84YR
テーブルクロス 8429O．48 18．1 18．1188．487．3Y ? 74ユ L45152915．3684．584．5YR
いす・耶下
@（、） 36．3426．66乳69
27．751ε．09 窪，5R 床（はし） 72．86τ09 36ユ636．8578．912．5Y
カーテン 88211．69 lL61U．7381．72乳3Y 扉（非常用） 86．34ag22生572生598786胃（室 ? 92．57．Oユ4 10．5110渇1一89245Y
ソフア 73刀4一〇ユ5 14．8814．88．89428．2Y ドア枠 64．5115．7844．8S47．5770．638YR
テープル 47．0215254α61弓3．3869．429YR ネームブレート 7工β7 3＆9438．4554．7244．642YR
コツプ 4437，ユ0β7一18．3121．G460．475B 洗面台 63．12L365675β3 76．51lOY
　壁黷?ｪ） 61．0412．5125ユ82＆126a58＆5YR 壁
87．161．79 98710ρ379．722GY
外壁 6〔L81τ26 16而318ユ566．421Y
外壁伯） 70．4一22．57一2031303641981．3B 5ε372．84 臥15 丘88 61．133．5Y
床（ピンク〉 45265．69 6418．57 48．419、5YR
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表3マンセル表色系における色相の出現分布
也相 R Y爬 Y GY G BG B PB P RP
A施設 3 7 6 5 o 1 2 1 o 0
B施設 3 13 22 2 3 1 o o o o
表4 L°の1土1現分布
表5αの出現分布
階級 o～10 ～20 ～30 ～40 一50 ～60 一100
A施設 7 7 4 4 3 0 0
B施設 10 15 3 8 4 3 1
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　　図1　A、B両施股のL’とC°の関係
　　　　　○：A施設、■：B施設
　　　に嗜好が集中する傾向はみられないとされ臥
　　　一部同一色が好む色と嫌う色の両方に出現して
　　　いるdA、B両施設及び高齢者の好む色・嫌う
　　　色についてL＊とa＊の関係を図2にa＊とb＊の
　　　関係を図3に示した。好む色は明度が高く、A、
　　　B両施設で使用されている色と同じ傾向を示し
　　　ている。彩度に関しては好む色の彩度が高い傾
　　　向にありA、B両施設で使用されている色と同
　　　様の傾向にあるものの、色相についてはA、B
　　　両施設で使用されている色とは異なることがわ
　　　かる。したがって、カラーチiv・一一トで示された
100@　色では使用されている部位のイメージとは関係
　　　なく選別されていると考えられ、r床」、「壁」、「い
　　　すjなど具体的なものとしての調査結果の集積
　　　が必要であろう。
である。図1から例外的にA施設では明度及
び彩度が低い色がフレームに使われており・B
施設ではネームプレートに彩度の高い色が使用
されている。後者は見やすさを強．く意識したも
のと考えられるb
　次に高齢者の好む色と嫌う色との関係をみ
るために、，文献値21）との比較を行ったのが図
2及び図3である。高齢者の好む色と嫌う色に
ついては、それぞれの色の数値が与えられてい
ないため、調査用カラーチャートから直接測色
計で測色しL＊a＊b＊値を読み取った。ここで用
いた色は、男女間に違いがあるものの60歳以
上の男女について合計された上位10位までの
ものを用いた。高齢者については、特定の色
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図l　A、B両施設及ぶ高齢者の好む色・嫌う色とL’とa’
　　の関係
　　○：A施設、C：B施設、好む色：□、嫌う色：x
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図3　A、B両施設及ぶ高齢者の好む色・嫌う色のa’とb’
　　の関係
　　O：A施設、●：B施設、好む色：日、嫌う色：x
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図5　A、B両施設及び色彩計画の実例のL’とa嘔の関係
　　O：A施設、●：B施設．△：色彩針画の実例
　高齢者施設の色彩計画とケース・スタディー
が行われ、壁、幅木、床などモデル色が示され
ている23＞。この場合もそれぞれの色の数値が
与えられていないため、書籍から直接測色計で
測色しL＊a＊b＊値を読み取った。A、　B両施設
及び色彩計画の実例ついてのa＊とb＊関係を図
4にL＊とa＊の関係を図5に示した。図4から
色彩計画の実例では、色相がオレンジ系及び
青緑系に集中しているが、A、　B両施設で使用
されている色とある程度オーバーラップしてい
る。図5からも明度が高く同様な傾向がみられ
る。したがって（社）インテリア産業協会のケ
ース・スタディーが色の選定に参考にされて炉
る可能性があるように思われる。
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図4　A、B両施設及び色彩計画の実例のatとb’の関係
　　O：A施設、●：B施設，△：色彩計画の実例
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4．まとめ
　新潟市内の特別養護老人ホーム（A施設）及
び総合リハビリテーション施設（B施設）につ
いて測色を行った。その結果、明度が高く彩度
の低い色が多用されていることがわかった。緒
言でも述べたように高齢者の視覚特性について
はある程度明らかになっている。一方心i理的な
影響についての研究例としては、宮本は若年者
の場合色彩のもつ暖かさと柔らかさには正の相
関がみられるが、高齢者の場合逆相関がみられ
るとしているU）。また田村らは、色彩パター
ン5種類、光源2種類の組合せでSD法による
評価実験やスライドを用いた実験を行っている
25）．　2G｝。落ち着きの因子とにぎわいの因子が抽
出され、前者は色彩構成の影響が大きく、後者
は照明と色彩構成の両方が影響していることを
見出した27）。スライドを用いた実験では落ち
着きの因子、明るさの因子、明瞭性の因子を抽
出している。さらに、居間空間をCGで作成し
スライド化しSD法で印象評価実験を行ってい
る。若年者は照明が一室多灯低温度の場合に、
高齢者は一室一灯高温度の場合に落ち着き感が
高く見られたとしている28）。しかしながら高
齢者の心理的影響については、実験上の制約や
被験者の確保の問題などがあり非常に難しいと
いえる。本研究を手がかりとして、心理面も含
めて今後さらに検討していく予定である。
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